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令和４度 第４回三重県特定（産業別）最低賃金専門部会議事録 

（ 輸送用機械器具製造業 ） 

 

１ 開催日時 令和４年 10 月 14 日（金） 13 時 30 分～16 時 55 分  

 

２ 開催場所 津市島崎町 327－２  津第二地方合同庁舎 地下共用会議室 

 

３ 出席委員 

  公 益 代 表   藤本 真理   前田 茂樹   三好 正人   

  労働者代表   出馬 孝博   鵜飼  力   葛山真由美      

  使用者代表  栗須百合香   別所 浩己   山本 正仁 

   

４ 議題 

（１）金額検討について 

      

 

５ 開  会 

（賃金係）  

只今から令和４年度第４回三重県輸送用機械器具製造業最低賃金専門

部会を開催させて頂きます。 

本日の委員の出席状況でございますが、全委員の方が出席いただいてお

ります。 

従いまして、この部会は、最低賃金審議会令第６条第６項の定足数を満

たし、有効に成立しておりますことを、ご報告させていただきます。 

これより議事に入りますが、議事進行につきまして前田部会長よろしく

お願いいたします。 

  

６ 議  事 

(1) 金額検討について 

（部会長）  

こんにちは。 

（ 皆 ）  

こんにちは。 

（部会長）  

本日も、先日に引き続きお忙しい中をご出席いただきましてありがとう
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ございます。 

双方歩み寄りもお願いをしているところでございますが、本日、予備日

を使っての第４回目の部会ということでございます。 

労使双方ご努力をいただきまして、着地点を見出していただきますよう

お願いいたします。 

公益側といたしましてもできる限りの努力をさせていただきたいと思

っておりますのでどうぞよろしくお願いいたします。 

それでは、一旦、休会といたします。 

労・使それぞれに分かれていただき、金額検討をお願いしたいと思いま

すが、その前に、ご意見、事務局への質問等、全体の場でお話になりたい

ことがございましたらお願いできますでしょうか。 

よろしいでしょうか。 

はい、どうぞ。 

（別所委員）  

質問なのですが、今日の進行、前回からの続きでいくと、先に使用者側

にお越しいただくという。 

 （部会長）  

そういう予定をしております。 

 （別所委員）  

15 分位、時間をいただいてからでも良いですかね。 

（部会長）  

よろしいでしょうかね、そういう形で進めさせていただきます。それで

は金額検討を行っていただきます。 

 

― 労使個別協議会場へ ― 

 

 

― 全体会議場へ集合 ― 

 

（部会長）  

全体会議に戻りまして再開いたします。 

本日は熱心に金額検討をしていただきまして、時間額 25 円アップの 987

円という金額で、労・使の意見が一致しましたので、確認の意味も込めて

採決を行いたいと思います。 

この引上げ額に賛成の方は挙手をお願いします。 

 

― 全員賛成 ― 
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 （部会長）  

それでは、全会一致ということで改めて事務局で報告文の準備をお願い

できますか。 

 （賃金係）  

作成をしてまいりますので、しばらくお待ちください。 

 

― 事務局報告書(案)作成 ― 

 

（部会長）  

先程の結論が報告書(案)としてまとまりましたので、確認のため事務局

の方で朗読をお願いしたいと思います。 

（賃金係）  

私のほうで朗読をさせていただきます。 

 

― 賃金係、報告書(案)朗読 ― 

 

 （部会長）  

ありがとうございました。 

それでは、この報告書のとおり本審に報告をさせていただくことにいた

します。 

今回、４回に亘りましての専門部会、熱心にご議論をいただきまして誠

にありがとうございました。 

労使それぞれがご検討をされ、それぞれの思いを真摯な形で受け取って

いただいて、またご議論を重ねていただいたということで、非常に高所な

視点からもご検討をいただけたのかなというふうに思っております。その

中で、今後に繋がる実りのある結果というお言葉をいただけたのは、公益

委員３名非常に有難く思っております。 

大変お世話になりました。ありがとうございました。 

（ 皆 ） 

ありがとうございました。 

 （賃金係）  

それでは、最後に、基準部長から御礼の挨拶を申し上げます。 

（部 長）  

基準部長の片野でございます。 

本日の専門部会、委員の皆様方には、熱心なご審議をいただいたと思います。 

また、これまで４回の議論、本当にありがとうございました。 

それぞれにお立場が違ったと思いますが、具体的な金額を定めるというところに
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向かい、熱心なご議論をいただき、大変な気苦労をお掛けしたことと思います。 

審議の結果は、労・使双方ともに極めて厳しい情勢の下で、全会一致のご意見を

いただき、部会長始めとする公益委員の方々、また、労使各委員の皆様のご尽力に

深く感謝を申し上げたいと思います。 

簡単ではございますが、これを持って御礼のご挨拶といたします。 

ありがとうございました。 

（ 皆 ）  

ありがとうございました。 

 （部会長）  

それでは、これをもちまして終了とさせていただきます。 

ありがとうございました。 

（ 皆 ）  

ありがとうございました。 

以上 


